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研究成果の概要（和文）：本研究は、エチオピア、南アフリカ、ケニアの3ヶ国において、中等教育段階の公民及び歴
史教科書の内容分析を行い、民主主義、市民性、固有の文化・歴史が教育提供主体によってどのように認識され、学校
教育の場で伝達されようとしているのかを把握することを目指した。
　プロジェクトの第一段階として、エチオピアの教科書を行い、そこで用いた教科書の分類項目を基に、（1）教科書
の章立て、（2）記述の手法、（3）取り上げられている概念、（4）その概念を取り上げる際の教科書のスタンス、（5
）生徒に身に付けさせようとしている能力、（6）言及している社会・人の単位など、3か国共通の枠組みを作成し、比
較分析を行った。

研究成果の概要（英文）： This research has aimed to untangle how the concepts of democracy and 
citizenship are transmitted to students at school, by means of content analysis of civics and history 
textbooks for secondary level in Ethiopia, South Africa, and Kenya.
 At the first stage of research, the textbooks in Ethiopia has been analyzed, and the coding criteria 
used for them were adapted to the analysis of textbooks from two other countries for the sake of 
comparison. The common analytical framework used were: (1) structure of the textbook; (2) approaches of 
presenting ideas; (3) concepts and ideas discussed; (4) the stance of the textbook in discussing concepts 
raised in (3); (4) skills and knowledge expected for students to acquire; and (6) units of society and 
people which are highlighted.

研究分野： 比較国際教育学、アフリカ研究、教育社会学
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１． 研究開始当初の背景 
アフリカの民主主義が、政治制度としてだけ
でなく、民族融和や社会開発のための価値規
範として、どのように形成・伝達されようと
しているかを、教育内容及びそこに反映され
る政府の意図を解きほぐすことによって明
らかにする。 
 
２．研究の目的 
エチオピア・南アフリカ・ケニアの３ヶ国に
おいて、中等教育段階の社会科(特に公民)教
科書の内容分析を行い、民主主義、市民性、
固有の文化・歴史が教育提供主体によってど
のように認識され、学校教育の場で伝達され
ようとしているのかを把握することを目指
す。 
 
３．研究の方法 
以下のフェーズ・手順に従い段階的に調査を
進めた。 
＜準備段階：平成 24 年度＞ 
①教科書、カリキュラム、シラバスの収集(平
成 24 年 4月～11 月) 
②カリキュラム、シラバスの傾向分析(平成
24 年 12 月～平成 25 年 1月) 
③分析手法の共有化のためのワークショッ
プ開催(平成 25 年 2～3月) 
＜展開段階：平成 25 年度＞ 
①カリキュラム策定者、教科書執筆者へのイ
ンタビュー(平成 25 年 5～9月) 
②分析、論文化作業(平成 25 年 5月～平成 26
年 3月) 
＜総括段階：平成 26-27 年度＞ 
エボラ出血熱の発生等の事情により、総括期
間を延長したが、予定通り、下記の作業を行
った。 
① 総括ワークショップ(平成 27 年 5月) 
② 出版準備 
③ 学会発表(平成 27 年 6月) 
④ 各国での研究発表(平成 27 年 7 月～平成

28 年 2月) 
 
４．研究成果 
 本研究は、民主化過程にある国で、政府が
どのような市民性概念を大衆に伝えようと
しているかを、教科書というメディアの分析
を通じて把握しようとしたものである。一般
に概念の把握は困難であるが、特に、他民族
社会や政治関係が複雑な社会で、アンケート
調査などは実施しにくいだけでなく、実施し
たとしても、支配政党や為政者の目を気にし
て、正直な回答を得ることは難しい。 
 その一方で、多党制民主主義を導入した社
会で、有権者である大衆がどのように民主主
義を捉えているか、あるいは、その前提とし
て、為政者が、民主主義や市民性をどのよう
な概念として定着させようとしているかを
知ることは、政治学の研究に対しても、現実
の政治動態を捉えるうえでも、きわめて重要
である。 

教育の場が明示的、暗示的に果たす価値伝
達やアイデンティティ形成の役割について
は、多くの教育社会学者が研究している。ま
た、教科書分析も定量的、定性的な様々な方
法が行われてきている。しかし、ODA や援助
の国際潮流と密接に関わって展開してきた
発展途上国教育研究の中では、就学の拡大、
教師の質・量の確保、学校運営といった、学
校教育の機能的側面に関心が集中し、価値伝
達のチャンネルとして教育が果たしている
正負の役割についての社会学的考察が不足
している。アフリカの教育研究は、まさにそ
の典型と言えるだろう。 
 一方、民主化プロセスはアフリカ政治研究
の中では重要なテーマの一つとして、多くの
研究が行われてきている。アフリカでは、
1990 年代以降の民主化の波を経て、多くの国
で多党制民主主義が導入されたが、選挙が民
族対立を先鋭化させたり、政権維持のために
支配政党が得票を操作したという疑惑が国
内騒乱に発展したりするなど、状況は複雑で
あり、アフリカ型の民主主義の在り方につい
ては研究者の間でも議論が分かれるところ
である。 
 このように、政治学の中では、アフリカの
民主制、市民性について研究が深められてい
るが、その中で教育が少なからず果たしてい
る役割についてはあまり検討がなされてき
ていない。 
 そこで、本研究では、教科書という教育メ
ディアの分析を通じて、学校教育の提供主体
が、それぞれの国の政治、経済、社会、及び
国際社会での位置づけをどのように説明し、
また、次世代の市民像をどのように描いてい
るのかを把握し、社会装置としての教育が政
治変動に果たす役割、影響を読み説くことと
する。  
分析に用いたのは、エチオピア、南アフリ

カ、ケニアの 3ヶ国の、中等教育段階の公民
及び歴史教科書である。初年度に、エチオピ
アの教科書のコーディングと内容分析を行
い、そこで形成された分析枠組みを、他の 2
つの国の教科書に対しても用いることで、比
較可能性を担保した。その結果、多くの国が
90 年代以降、民主化プロセスを経験している
にも関わらず、その政治的変動の根本にある、
有権者の政治的価値観の変容や、それを方向
付けようとする政府の意図について、十分な
研究がなされてこなかった東南部アフリカ
に関して、民主主義、市民性、固有の文化・
歴史が教育提供主体によってどのように認
識され、学校教育の場で伝達されようとして
いるのかを把握することに貢献した。 
 

 平成 24年度には、研究の第一段階として、
エチオピア、ケニア、南アフリカ 3か国にお
いて、過去 20 年間の歴史・公民教科書、教
員指導書、カリキュラム、シラバスを収集し
た。そのうえで、科目の中での概念の定義、
教授法、学習者に身につけさせようとしてい



る能力がどのように異なるかを、（1）一つの
国の中での異なる時期、（2）複数の教科書会
社間、（3）国家間、の 3 つの軸で比較した。
比較を行うため、共通の比較基準を設ける必
要があるが、そのためにはカリキュラムやシ
ラバスから変遷のパターンや共通性などを
大雑把につかむ必要がある。そこで、各国で
の資料収集後、数か月かけてカリキュラム、
シラバスの傾向分析を行った。 
 平成 25 年度には、3か国比較のため、上記
の作業結果に基づき、各国研究協力者による
ワークショップを開催し、分析手法を共有化
した。申請者がエチオピアの教科書で試験的
に用いた分類項目を基に、（1）教科書の章立
て、（2）記述の手法、（3）取り上げられてい
る概念、（4）その概念を取り上げる際の教科
書のスタンス（肯定的、中立的、否定的）、（5）
生徒に身に付けさせようとしている能力（知
識の定着、個人としての行動、対人関係にお
ける態度・行動、市民としての態度・行動）、
（6）言及している社会・人の単位（個人、
地域社会、国、国際社会）など、共通の分類
項目を作成し、比較分析を行った。 
 エボラ出血熱の発生等で研究協力者の渡
航が困難になり、研究期間を延長したが、平
成 27 年度には、研究成果のとりまとめが進
み、国際学会等でも発表を行うことができた。 
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